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 概 要 Ｐ- 1  



 記事のスペース Ｐ- 2  

◆記事１件当たりの平均スペースの推移（基準媒体）

◆1社当たりの年間平均記事件数の推移（基準媒体）



 記事の内容と論調 Ｐ- 3  

◆記事内容の割合
＜基準媒体＞ ＜Yahoo!ニュース＞

N=12万1,591件 N=15万7,006件

◆論調の割合

N=19万5,126件 N=1万9,970件 N=1万352件

プラス

記事

11.1%

一般記事

82.2%

マイナス記事

6.7%

経営

戦略

7.2%
人事組織

9.7%
業績関連

5.3%

人物意見

5.5%

製品事業

23.5%
研究

開発

5.9%販売実績

4.4%

営業宣伝

4.1%

解説論評

15.1%

社会問題

3.8%

評価受賞

3.0%
調査ほか

12.6%

経営情報

27.7%

事業情報

37.9%

社会情報

34.5%

業績

17.3%

販売

25.5%

開発

1.5%

評価

18.0%

受賞

13.2%

ＣＳＲ

21.7%

その他

2.9%

プラス記事の内訳

業績

28.9%

販売

15.1%欠陥

12.9%

課題

14.1%

訴訟

5.7%

不祥事

17.6%

その他

5.7%

マイナス記事の内訳

経営戦略3.4% 人事組織1.0%

業績関連2.1%

人物意見1.9%

製品事業

46.7%

研究開発

8.8%

販売実績2.1%

営業宣伝

11.5%

解説論評

9.5%

社会問題

2.9%

評価受賞

1.9%

調査ほか

8.1%

経営

情報

8.4%

事業情報

69.2%

社会

情報

22.4%

※記事の内容は主要企業グループ97社（Webは58社）の

直近5年間における報道から内容を分類。その企業独自

の内容項目は類似項目に算入。企業グループは上場子

会社なども含めて1社として計上

※調査件数：紙媒体は12万1,591件、Webは15万7,006件

※論調は主要企業グループ99社の直近5年間における

報道記事19万5,126件の論調（基準媒体）

※プラス記事の内訳は直近5年間の1万9,970件におけ

る割合、マイナス記事の内訳は1万352件における割合



 アウトプット調査と広告料金値の推移 Ｐ- 4  

◆アウトプット調査 ◆広告料金換算値の月額平均
【年度別推移】

【業態別集計】
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 ETAモデルとトップの露出 Ｐ- 5  

◆広報効果測定値ETAモデルの平均値 ◆記事全体に占める経営トップの露出



 Yahoo!の配信元調査 Ｐ- 6  

◆Yahoo!ニュースの配信元調査（5年間集計）




